
２３-１０-２６ 

寄附講義レポート③ 

記：種坂 

１． 実施日： ２０２３年１０月２６日（木） 

 

２． 講 師： 岡村 美那子さん（５８期） 

 

３． 目次（項目） 

自己紹介：得意分野、得意スキル、好きなもの、嫌いなもの、趣味、特技 

（１） 会社概要/仕事内容  

※個人ワーク：５分/グループ討論：１０分 

（２） これまでのキャリアと社会人のリアル 

（３） 就活/就職を控える皆さんへのメッセージ 

Ⅰ．  ①デロイト トーマツ グループのビジネスと提供サービス 

②デロイト トーマツ グループ内の法人と組織構成 

③デロイト トーマツ グループの強み 

④デロイト トーマツ グループの業務収入 

⑤デロイト トーマツ グループの人員推移と構成 

⑥デロイト トーマツ グループ合同会社について 

⑦企業における防災・ＢＣＰの仕事とは 

⑧具体的な仕事内容 

⑨その他業務に関連する活動 

※個人ワーク：５分/グループ討論：１０分 

Question１：企業の経営活動における「リスク」とはどんなものがあるでしょうか？ 

Question２：あなたが就活時に企業を選ぶ/社会人として働く上で、大切にしたいこと・重要視する

ことは何ですか？以下の中から最大３つ選び、その理由も書いて下さい。 

業種・職種、安定性・堅実性、将来性・成長度、社風・カルチャー・ビジョン、勤務地、仕事の

内容、仕事のやりがい、キャリアアップ・昇進、ワーク・ライフ・バランス、働き方、会社の制

度・福利厚生、教育・研修、人間関係・職場の雰囲気、給与、その他 

休憩１０分の後、 

※柑芦会より柑芦誌５４号配布の目的と見どころ（企業広告特集など）を解説（種坂） 

 

Ⅱ．①私のこれまでのキャリア・・ 

大学時代～大学卒業 

新卒～社会人６年目 

   社会人６年目～１２年目 

   社会人１２年目～現在 

 



   ②これまでの経験を経て思うこと 

   これまでのキャリア・経験に何一つ無駄なことはなかった 

   プライベートの時間を使って、スキルアップに励むという手もある 

   ライフイベントや状況によって、大切にしたいことは変わってよい 

   でも常に忘れてはいけないのは、「自分は何がしたいのか？」 

Ⅲ．①社会人としての基礎 

   ②仕事の進め方・スキルの習得 

   ③会社・部門全体を見る力 

   ④新卒採用と中途採用の違い・・ 

熱意、人柄、成長性→即戦力、業務経験・スキル、ビジネスマナー 

⑤学生時代にぜひやってほしいこと・・ 

些細なことでも興味を持ち、やってみる 

和大の学生以外のコミュニティや社会人と接する機会を持つ 

何か一つ「武器」を身につけてみる 

 

※小テスト３０分 

Question３：本日の講義・ワーク全体を通じての感想・気づきを書いてください。 

※感想 

講師はリーマンショック後の就職活動で苦労したようである。建設業で防災関連の営業職で採用

された。仕事としては防災とコンサルをやりたい方針で就職活動を貫いた。 

上司に恵まれなかったり、業務上過重労働やパワハラなどで３回の転職歴がある。 

現在の会社に入社して、チームの環境や方針が合って実力を発揮できていると自分のキャリアを

説明してもらえた。学生にとっては生々しい職場遍歴の話は強烈な印象を持ったと感じました。適

度な緊張感を持ったよい講義であったと思う。また、今まで最大の３０人が出席してくれ、柑芦誌を

直接配布し説明でき有意義であった。（種坂） 

・参加学生のほとんどが岡村様の会社名をご存じで、関心の高さがわかりました 

・コロナ前からテレワークが中心の会社で、週１回の出社で OK とのことです。女性の活躍できるフ

ィールドも多く、女性活躍とワーク・ライフ・バランスの先頭を走る会社と認識できました 

・防災・BCP は「守りの経営戦略」ということでそこには講師のプライドと自信を感じました 

・ご自身のライフイベントの時期を横軸とし、充実度と幸福度を縦軸にした折れ線グラフには、個人

的にも新しい視座での物事の見方を学べたと思います 

・会社のキャリア採用ホームページでも「社員の声」として掲載されています 

・受講生も、マイクを渡されると、しっかりとグループでまとめられた意見を分かりやすく発言してい

たのはこころづよかったです 

・ホワイトボードを近くに置いて、もう少しディスカッションしやすい環境を実行委員でも考えたいで

す 

・本音で講義をしていただいた岡村様に、感謝申し上げます。（渡邊） 

 



講義風景① 

 

講義風景② 

 

 

 

 

 

 

 

 



グループ討論の発表 

充実度と幸福度グラフ 


